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重症度、医療・看護必要度に係る医療機関の状況について

○ 重症度、医療・看護必要度が「A項目２点以上かつB項目３点以上」の患者及び「A項目２点以上」の患者が占める割合に

よって、医療機関の実績を比較したところ、

・ 「A項目2点以上」の患者が多い医療機関では、該当患者が多い医療機関の方が実績値が高い傾向がみられた。

・ 一方、「A項目２点以上かつB項目３点以上」の患者が多い医療機関では、該当患者が多い医療機関の方が実績値が低い
傾向がみられた。

出典：平成26年度入院医療等の調査（補助票）
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１００床当たりの全麻手術の件数 564 494 70 513 550 -37 

１００床当たりの人工心肺を用いた手術件数 5 1 4 2 4 -2 

１００床当たりの悪性腫瘍の手術件数 138 110 28 111 110 1 

１００床当たりの腹腔鏡下手術件数 73 74 -1 64 80 -16 

１００床当たりの放射線治療件数 385 3 382 106 132 -26 

１００床当たりの化学療法件数 613 314 299 422 615 -193 

１００床当たりの分娩件数 54 39 15 0 36 -36 

レセプトの一日当たり入院単価 5,437 4,500 937 5,005 4,625 380 

（※「A≧２」、「A≧２かつB≧３」の該当患者割合が、それぞれ中央値を超える群と中央値以下の群に分け,項目毎に中央値を集計した）

7対１病棟を有する医療機関における、年間の手術等の実施件数と入院単価の比較 (n=140)


